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研究内容概要   

  

 近年の高度情報化社会においては、停電事故や電圧低下の引き起こす問題は深刻なも

のであり、安定した電力供給は重要な課題である。電力系統へ障害を与へ供給を妨げる

要因には自然環境によるものがあり、その代表的なものとして落雷があげられる。そこ

で電力の供給をより安定したものとするために以前から様々な落雷対策が考えられて

きている。そのような中、レーザを用いて雷を安全な場所へ誘導し被害を最小限に抑え

る対策であるレーザ誘雷が提案され、実用への研究が進んできている。 レーザ誘雷の

実現にとって重要な課題はいかにして小さな電界、レーザエネルギーで放電を誘導する

かということである。そのためにはレーザによって大気中に生成されたプラズマの性質

や成長、生成されたプラズマチャンネルのリーダへの転移とその後の進展過程の物理的

性質を理解していくことが必要である。本研究ではレーザ誘雷の実現に向けて、不平等

直流電界下でのレーザ放電誘導実験を行い放電の誘導に至るまでの過程の理解を目的

としている。具体的には印加電界、電極間距離、プラズマ生成位置及びレーザエネルギ

ーといったパラメータの変化が放電特性に及ぼす影響を調べている。  

 

 本研究で得られた結果には次の様なものがある。 

１.レーザ生成プラズマの影響は電極の延長と同様の効果を生じることがわかった。ま

たその特性はプラズマの生成位置と極性に依存して変化する。棒電極が正極の場合は生

成したプラズマは棒電極からリーダの生成が行われやすい。棒電極負極性の場合は、プ

ラズマの生成位置が棒電極に近い場合は棒電極の延長と同等の効果を生じ、生成位置を

平板電極に近づけるに従い、平板電極に棒電極を立てた様な棒対棒電極の効果を生じる。

しかし、実験結果ではレーザ生成プラズマの効果は棒電極延長よりも破壊電圧を下げる

ように働く。これはプラズマを生成する時に中性粒子密度の希薄な領域が生じ、電離が

行われやすくなる影響と考えれる。 

２.放電誘導遅れ時間の測定を行いリーダの生成に加熱電離に要する時間が必要である

ことが分かった。この遅れ時間に関しては、正極性の場合はプラズマ生成における中性

粒子密度の変化の影響は小さく、負極性の場合は中性粒子の高密度な領域によりリーダ

の加熱、進展が妨げられていると考えることができる。 



 

 今後の課題としては次の様なものがあげられる。 

１.正極性における放電形態の理解をする。この為にも実際にリーダがどちらの電極か

ら延びているのか確認する必要がある。 

２.放電が誘導されるまでの時間に電極間のプラズマ密度や中性粒子密度の状態を計測

することによりリーダ形成、進展の状態の理解をする。 

３.レーザによるプラズマの生成、成長の過程を理解する。 


